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林）の 5[g-CO2/m2/day]と比較して約 10 倍大きい(1)．この数








光合成微生物にクロレラ藻体 Chlorella fusca var. vacuolata 
C-104 株（応用微生物研究所）を使用し，培養液は MBM
（Modified Bristol Medium：改変ブリトール）溶液にて調整










度計（OPTIMA 製 SP-300），溶存 CO2濃度測定には CO2
メータ（東亜電波工業製 CGP-1），pH 測定には pH 計
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Table 1 Pre-culture condition 
Table 2 Experiment condition 
Illumination [lx] 2500
Temperature [K] 303
Pre‐culture term [day] 14
Illumination [lx] 3500
Temperature [K] 303
Experiment term [day] 3
Initial concentration[g/l] 0.124
Sterilization process 394K, 20min





























と濾液量 Q から濃度 y[g/l]を導出し，x と y の関係をグラフ
にプロットする．これより吸光度(x)と濃度(y)の線形関係を
確認して検量線とした．光量については高光量 3500lx と低



































































Fig.3 pH curve 
Fig.1 Chlorella concentration curve 






溶存 CO2は pH が上昇することによって HCO3-を経て炭酸
イオン（CO32-）へと電離することが知られている(2)．すな
わち，pH が 4 以下であれば溶存 CO2の存在比は 100%であ






えられる．pH が 6.3～10.3 近傍では HCO3-の存在比が最も




























NaHCO3 の添加量は 1ℓ に対して 1.0g である．懸濁液の初
期濃度は 0.202g/l とした．Fig.5 にこれによって得た吸収ス
ペクトルを示す．ほぼ 100%破砕した方のスペクトルは




































a25 は高光量 3500lx で 25 日間培養したことを示す．）Fig.6
には，それぞれの培養環境で検量線を引くことで得られた










は，a 条件下で培養した懸濁液が，例え b 条件下で培養し
た懸濁液と分光光度計の値が同じ数値を示しても，白色化
Fig.5 Absorption spectrum of culture 
Fig.4 Chlorella concentration and pH curve 







































(1) イオン化法では，NaHCO3量を 2.0g/l，及び 4.0g/l と変
化させて培養液中に添加した．その結果，両者におけ
る pH の時間的変化はほとんど同じであり，本培養液









































1）RITE NOW33 “微生物による CO2固定の可能性を検証
―見えてきた再資源化への道筋”p09 





制御方法” 特開平 6−79，(1994) 




(a) 3500lx (a-condition) (b) 500lx (b-condition) 
Fig.7 Observation of Chlorophyll-a 
Fig.6 Inclination of Chlorella calibration curve 
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